








































































































カルガリー大学               
Ⅰ 英語力                        ホームステイ 
a.リーディング  b.ライティング    c.リスニング  d.スピーキング 
 
 Ⅱ コミュニケーションスタイル 





































































TOEFL ITP® のスコアは筑波大学が作成した換算表5 によるものである。





表１　派遣前・帰国後の TOEFL ITP® のスコア
派　遣　前 帰　国　後
PartⅠ PartⅡ PartⅢ Total
Score
PartⅠ PartⅡ PartⅢ Total
Score
学生 A 45 39 47 437  47（2）↑  41（2）↑  41 （6）↓  430 （7）↓
学生 B 46 45 40 437  51（5）↑  40（5）↓  42 （2）↑  443 （6）↑
学生 C 44 46 49 463  49（5）↑  44（2）↓  48 （1）↓  470 （7）↑
学生 D 45 39 42 420 45  43（4）↑  39 （3）↓  423 （3）↑
学生 E 47 48 54 497  53（6）↑  47（1）↓  52 （2）↓  507（10）↑
学生 F 46 51 48 483  54（8）↑  45（6）↓  37（11）↓  453（30）↓
学生 G 46 42 43 437  42（4）↓  39（3）↓  40 （3）↓  403（34）↓























学生 I ：参考　430　（換算表によるスコア） 44 39 45  427（3）↓


























計的にも有意な傾向がみられた（ t（7） ＝ 1.97,  p＜0.1）6。ただ、全体と
してみる TOEFL ITP® の結果は、学生のみならず、派遣者である大学に
とっても納得のゆくものとはいい難く、その理由を探る必要もあるだろう。
　TOEFL や TOEIC のスコアと英語力の関連について竹蓋・与那覇
（2007）は、文京女子短期大学の学生全員を対象にした10年以上にわたる
継続的 TOEIC® IP7 のデータを分析した結果、外部テストの難易度は必



















活言語（Basic Interpersonal Communication Skills: BICS）、学習場面
で求められる抽象度の高い事項・現象の理解や思考に必要な言語能力を「学




























































































































































































































原則 TOEFL ITP®420, 
TOEFLiBT 36以上が望ましい。
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